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�　は　じ　め　に

����年�月��日から��日にかけ，台湾・台北市の台湾

大学ならびに台湾師範大学を会場として国際化学オリンピ

ック第��回大会が開催された。日本からの参加は�度目

で，今村麻子さん（兵庫・私立神戸女学院高等学部�年），鹿

又喬平君（東京・私立創価高等学校�年），川崎瑛生君（東

京・私立武蔵高等学校�年），永田利明君（東京・私立開成

高等学校�年）の代表生徒�名，細矢治夫名誉教授（お茶

の水大），藥袋佳孝教授（武蔵大），岩藤英司教諭（学芸大

付属高），林真理子教諭（神戸女学院高）そして筆者の引率

者�名，計�名からなる日本代表団が，�月��日に成田を

発った。日本からの女子生徒の参加は初めてであり，ま

た，�名のうち�名が�年生というのも初である。川崎君

は，昨年の大会にも出場したリピーターである。

台湾の中正国際空港に降り立つと案内役の女性が待機し

ており，入国審査を待つ長蛇の列を尻目に国賓用の特別ゲ

ートに案内され，あっという間に外に出ることができた。

大変ありがたい配慮であり，主催者のホスピタリティーを

強く感じた。空港ロビーでは台湾大学新聞研究所のキース

君が我々を迎えてくれた。キース君は，日本代表の生徒団

が台湾に滞在する間，面倒を見てくれるガイドである。後

述するとおり，化学オリンピックの会期中のほとんどの時

間，代表生徒と引率者は別行動となる。他国の地で右も左

も分からない代表生徒達に，少しでもリラックスして本来

の実力を発揮してもらえるようにするのがガイドの役目で

ある。日本が参加した過去�回の大会ではいずれも，ガイ

ドとの会話は英語であって，意思の疎通に苦労したという

ことだが，キース君は日本語が堪能であり，この点で今回

の代表生徒諸君はずいぶん楽だったのではないだろうか。

到着のタイミングが重なったオランダ代表団とともに，

専用バスに乗って空港を出た。台北の北約�����の三峡に

ある教育研究院で引率者だけがバスを降ろされ，生徒達は

さらに南下して台北市内にある台湾師範大学の寄宿舎へと

向かった。以降は，開会式など主催者側で企画したイベン

トに参加している時間を除いては，生徒と引率者は互いに

コンタクトできない。内容を検討したり翻訳したりする都

合上，引率者が先に問題を目にするので，万が一にも問題

が漏れないようにとの配慮である。しかし最近では国際携

帯電話を持参する参加者もいるため物理的な隔離だけでは

難しく，性善説に頼らざるを得ないのが現状である。

�　開会式から試験前日まで

翌日は，朝からかなりの強風が吹いており，テレビによ

ると近年まれな規模の大型で強い台風が台湾に接近してき

ているとのこと。主催者側は相当肝を冷やしていたことだ

ろう。そんな中，当初の予定通り台北市内の中央研究院で

開会式が開催され，そこで生徒達と再会した。同院院長で

ノーベル化学賞受賞者の李遠哲博士らによる挨拶の後，各

国の代表が順に紹介され，杜正勝教育大臣の開会宣言によ

って華やかに幕を開けた。

昼食後代表生徒と別れて，�日後に実験問題が行われる

台湾大学の化学実験棟へと向かった。そこでは参加生徒一

人一人に実験台，実験器具が用意されていた。代表生徒�

人の実験台は別々の部屋にあり，互いに相談ができないよ

うになっている。ここでは，自国の生徒に割り当てられた

実験台をまわって，揃えられている実験器具や試薬を検分

する。この時点では，器具・試薬の一覧表を手に機械的に

照合作業をするのみで，問題の内容までは知らされていな

い。

風雨が相当強まってきた中をバスで宿舎に帰る途中，英

語版の実験問題案が配布された。問題は�題で，�題は有
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機合成と光学分割，もう�題は無機定性分析に関するもの

であった。先ほど見た実験器具類の使途がこのときに分か

る。この問題案を読んで，化学的におかしいところはない

か，自国の生徒には無理と思われる難しい操作はないか，

表現は適切かなどをあらかじめチェックしておき，夕食後

に開催される問題検討会でそれらの点を議論することにな

る。

�題目は，ラセミ体のフェニルグリシンを合成し，ジア

ステレオマー塩法でそれを光学分割するという問題で，生

成物の収率や純度を採点の対象としている。検討会の席

で，もしも最初の合成で収率が極端に低かった場合に，そ

の後の光学分割ができず，合成でつまずいた生徒が二重に

減点されるので不公平だ，という意見が出た。喧喧諤諤の

末，光学分割に使うフェニルグリシンは，生徒が合成した

ものではなしに，主催者側があらかじめ用意したものを用

いるということで一件落着した。このように問題内容の変

更にまで及ぶ大きな議論の他，部分点の配分の適否のチェ

ック，英語表現の微修正などがなされ，最終案が認められ

たのは午後��時をまわっていた。討論は英語で，かつ速い

テンポで進められ，筆者などはフォローするのがやっとで

あった。実際，発言しているのは出席者の�割程度で，そ

のほとんどは化学オリンピック慣れしている常連の引率者

のようである。

次の日は一日翻訳に充てられている。問題は英語で出題

されるので，それを各代表生徒の使用する言語に直すので

ある。これにより，生徒は言語上のハンデを負うことなく

問題に取り組むことができる。

この日は，朝から暴風雨であった。台風の中心が台湾の

南部を通過したらしく，被害の模様がテレビに映し出され

ていた。宿泊施設から翻訳を行うコンピュータルームまで

の間にあるほんの二，三十メートルの渡り廊下を歩くだけ

でもずぶぬれという状況下，主催者側は何とか大過なく進

めようと，いろいろと細やかな配慮をしてくれた。

英語圏の国は翻訳の必要がなく，引率者の仕事は前日の

検討会でほとんど終わっている。あいにくの天気のため，

彼らは時間をもてあましていた。我々を含む非英語圏の国

は逆で，この日が正念場である。各言語にカスタマイズさ

れたパソコンと何台かのプリンタが設置されているコンピ

ュータルームへと向かった。各国にではなく各言語に一台

であって，たとえばスペインに対しては，スペイン語とカ

タルーニャ語の二台が割り当てられている，といった具合

である。

幸いにして単一言語の我々は，日本用に用意されたパソ

コンから問題文のファイルをコピーして別室に行き，細

矢，藥袋，岩藤，工藤で分担して，各自のノートパソコン

を用いて翻訳を行った。暴風雨をついてコンピュータルー

ムまで往復する回数を減らすのに，日本から持参したポー

タブルプリンタが大変重宝した。実験問題では誤訳は実験

操作の誤りにつながりかねないため，それぞれが持分を翻

訳した後，その内容を別の人間がチェックするという体制

で臨んだ。��ページの問題用紙，そして�ページの解答用

紙の翻訳を�時ぐらいまでに終え，そのころには雨も小ぶ

りになっていた。

昨日の検討会の結果，主催者側は急遽光学分割用のサン

プルを生徒の人数分だけ用意する必要が生じ，台風をつい

て実験会場に行って準備を行っていたはずで，その努力に

は頭の下がる思いである。また，後で聞くと，この日に予

定されていた生徒達のツアーは荒天のため中止となり，一

日中宿舎に閉じ込められていた模様で，台北行きの機内で

身につけた折り紙が国際交流に役立ったとのことである。

�　いよいよ本番

翌�月��日には，代表生徒達が朝から�時間に及ぶ実験

問題に取り組んだ。我々はその様子を見ることはできず，

ただ遠くから健闘を祈るのみである。この間，引率者には

バスツアーが組まれており，まだ台風の影響が色濃い中，

ずぶぬれになりながら景勝地を観光し，台湾田舎料理を味

わった。この小旅行の帰りのバス中で，今度は筆記問題の

問題案が渡された。これについても実験問題同様に事前チ

ェックをしておき，夜の検討会に臨む。筆記問題は問題冊

子だけでも��ページと大部で，全部で�題ある。内訳は，

有機化学�題（アミドとフェノールの化学構造と性質，�―

リボースの合成，有機光化学），無機化学�題（金およびそ

のイオンに関する化学，ルイス構造），分析化学�題（二酸

化炭素の水への溶解平衡），物理化学�題（オゾンの反応速

度論，たんぱく質の折りたたみに関する速度論と平衡論）

であった。分量が多いため，�題ずつ�会場に分けて検討

会が行われた。筆者の参加した有機化学関連問題を中心と

した検討部会は，特段の問題点もなく�時間足らずで終了

した。もう一方の会場に顔を出してみると，まだ�題目で

あり，ルイス構造を問う問題の出題内容の是非に関して激

しい論議が続けられていた。限られた時間ということもあ

り，最終的には多数決で議事が進められていった。各国引

率者から次々に出てくる意見をさばいて合意をとりつける

この検討会の座長は，大変なエネルギーを要する。

翌日はまた，一日かけて翻訳を行う。実験問題の翻訳で

コツをつかんでいる分，進行はスムーズであり，夕刻には

全ての翻訳を終えた。なお，採点の都合上，言語に依存す

る論述問題は出題されない。グラフや化学式を書かせる問

題，計算問題，択一問題のいずれかである。ところで，日

本は現在，将来的に化学オリンピックの開催国となる検討

を始めており，そのための視察の目的で来台した科学技術

振興機構（���）の前田義幸氏とこの日に合流した。

その次の日，台風一過の真夏の台湾で，体育館に机を並

べて生徒が�時間の理論問題に挑戦した。これが終わって

しまうと，生徒は結果を待つのみである。この夜に，生徒
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と引率者が再会して夕食会が行われたが，皆開放感に満ち

溢れていた。最初は日本代表団だけでテーブルを囲んでい

たが，ひとしきり食事が終わると他国の生徒達もあそびに

やってきて，にぎやかに過ごした。

このようにして筆記問題が検討・翻訳・実施されている

間，舞台裏では実験問題採点のためのサンプルの分析が進

められていたことは，想像に難くない。有機実験の問題で

は生成物の純度が採点の対象となっているため，���人の

生徒から提出された�種のサンプルについて，一方は���

で化学純度を，他方は旋光度で光学純度をそれぞれ決定す

るという大変な作業が行われていたはずである。

�　採点から結果発表まで

翌�月��日は，引率者にとっては採点の日である。解答

例とつき合わせ，正解していることを祈りながら代表生徒

�名の��ページ以上におよぶ答案冊子をめくっていく。こ

の時点で，各生徒のおおよその成績がわかる。ただし，他

国の生徒の結果は分からないので，メダルがどうなるかに

ついては全くの未知数である。さらに，この日に渡された

のは筆記試験の答案のみであり，自国の生徒の全成績す

ら，まだわからない。

翌朝，実験・筆記両方の問題に対する主催者側の採点結

果が渡された。これを前日の自己採点の結果とつき合わ

せ，主催者の採点ミスの指摘や部分点の交渉を行う��������

����（直訳すると仲裁あるいは調停）に臨む。主催者側の

採点はかなり寛容であり，われわれが自己採点で「解答例

のものとは異なっているが部分点の余地あり」としてあら

かじめチェックしていった問題は，ことごとく正解扱い，

もしくはこちら側が期待した以上の部分点がついてきてい

た。

無事�����������が終わると，いよいよ翌日が閉会式であ

り，そこではじめてメダルの有無や色が分かる。閉会式
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は，グランドホテルのホールで行われ，まず，杜正勝教育

大臣，李遠哲博士の挨拶があった後，全体の講評，各問題

別の成績分布などが紹介された。いよいよ結果の発表であ

る。表彰ではまず最初に，メダル外ではあるが筆記問題�

題中で�題でも満点を取った敢闘賞の生徒の名前が呼ば

れ，記念品が渡された。次に，銅メダルの生徒が成績が低

いほうから高いほうへと順に呼ばれ，一人ずつ壇上に上が

っていく。我々日本代表団の生徒は，主催者側の手違いに

よって成績順とは異なる順番で名前が呼ばれたため，関係

者をひやひやさせる一幕もあったが，今村さん，鹿又君，

永田君が銅メダルを獲得した。次に銀メダルの生徒が呼ば

れていく。前回�年生で金メダルをとった川崎君には連続

金の期待がかかったが，惜しくも銀メダルにとどまった。

全員がメダルをとったことで，引率者の間にも安堵の空気

が流れた。

今回は，前回ドイツ大会と比較して問題がやさしかった

ようで，金メダルをとった生徒は��％以上の正答率をマー

クしていた。�位はロシアのアレクセイ　ゼルフマン君で，

何と彼は�年連続で�位という快挙を成し遂げた。上位入

賞者が多かったのは，次回開催国の韓国（金�），ベトナム

（金�銀�），アゼルバイジャン，イラン，台湾，ロシア（以

上金�銀�）などであり，アジア諸国の活躍が目立った。な

お，ここ数年連続して参加生徒全員が金メダルをとってい

る中国は，今回は欠席であった。

すべてが終わった後，同じ会場で晩餐会が行われ，生徒

も引率者も最後の国際交流を満喫した。

�　化学オリンピックが終わって

翌朝，多くの国の代表はそれぞれ帰国の途についたが，

われわれは少し足を伸ばして新竹へと向かい，台湾で化学

の研究がもっともアクティブに行われている大学のひと

つ，国立清華大学を見学した。化学科の学科長の汪炳鈞先

生に施設などの案内をしていただき，また，汪研究室の学

生の皆さんにもいろいろと親切にしていただいた。

翌日成田に戻り，村井眞二日本化学会会長らとともに中

山成彬文部科学大臣（当時）を表敬訪問，結果を報告して

ねぎらいの言葉をいただくと共に，通商産業省製造産業局

にも挨拶に伺って解散となった。

�　お　わ　り　に

全員メダルを手にしたものの，参加する以上は少しでも

上を目指したいのは皆同じである。次回化学オリンピック

では，前年の�月に国内予選で代表候補生徒を選出，�月の

選抜試験で代表を最終決定するという方式に移行する。そ

れによって，候補に選ばれた生徒の皆さんの間での競争意

識が刺激され，結果として本番での好成績につながるもの

と期待している。なお，本稿の執筆時点ですでに，日本は

����年の第��回大会主催国として名乗りを上げており，

次回韓国大会中に承認されれば正式決定となる。その時に

向けて，一人でも多くの方々に化学オリンピックを知り，

また参加していただきたいと考えている。

国際化学オリンピックへの参加事業は，今年���の国際

科学技術コンテスト支援事業に採択され，準備段階からス

ムーズにすすめることができた。記して感謝の意を表す。

また，代表の国内選考からはじまり，オリンピックに向け

ての訓練，広報活動などで，化学グランプリ・化学オリン

ピックに携わった多くの方々にお世話になった。この場を

借りてお礼申し上げたい。
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　本誌の新規購読方法は下記のとおりです。入会申込書は下記

宛ご請求ください。

1. 会員外の場合

「教育会員」として入会すると配布が受けられます。年会

費�����円，【学生割引】年会費�����円，入会金不要。

2. 「個人正会員」が追加購読する場合

所定の年会費のほかに，購読費�����円を加算して購読い

ただきます。

3. 団体（学校・図書館・法人など）の場合

団体としての入会または購読手続が必要です。詳細は下記

宛お問い合せください。

○申込先

���―����　東京都千代田区神田駿河台�―�

社団法人　日本化学会　会員係

（電話��―����―����，������―����―����）

化学と教育誌をおすすめ下さい


